











 COVID-19 の感染拡大は 2020 年の学校と授業に大きな影響をもたらした。2020 年 2 月 27






























ここでは、H 大学教育学部の 3 年生で、教職課程を履修している A への聞き取りを取り




















































 次に取り上げるのは H 大学教育学部の 3 年生で、教職課程を履修している B への聞き取






























































している。」（深澤 2014、17 頁）という教育の原則に基づく授業構想が求められる。 
 
2-3. オンライン授業における時間と空間の多層的保障 
3 人目に取り上げる C は大学院修士課程の 2 年生である。C に対しては、2020 年 10 月 14

















































しては、2020 年 10 月 25 日（日）の 14 時から約 1 時間にわたってインタビューを行っ
た。 











COVID-19 感染が拡大する中、H 大学は大学での諸活動についてレベル 1 からレベル 5 ま
での行動指針を策定した。また、4 月 22 日からは全面的にオンライン授業が始まり、「レベ
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